
 



WFB世界仏教徒連盟 

大阪北部地震に対するお見舞い 

 

6月 18日の朝、大阪府北部を震源とするマグニチュード 6.1（震源の深さ 13キロ）の

地震が発生しました。日本産業の中心部を直撃したこの地震は、西日本の広範囲にお

よび、鉄道や工場の稼働停止、また大阪に近い京都、奈良では文化財の被害も確認さ

れました。現在 4 人の死亡、336 人の負傷者が西日本の県内で確認されています。大

阪府の近隣県である福井県の原子力発電所では異常は確認されていないとのことです。

気象庁が 1923 年に観測を開始して以来、大阪府では最大の地震となります。この地

震は内陸で発生したため、津波の影響はありませんでした。しかし、今後も余震の可能

性があり、気象庁は充分注意するよう呼び掛けています。 

 

この度の大阪における未曾有の震災は、私たちが、か弱い人間であるということを気

づかせてくれます。被災者の方々の生活が壊され命が失われるのを目の当たりにして、

私たちは、心を痛めています。 

 

家族や愛する人をなくされた皆さま、怪我をされた皆さまへ、心よりお見舞い申し上げ

ます。1 日も早く、皆さまが生活を取り戻されますよう願っております。大きな危機、また

人々の苦しみが訪れた今、日本の皆様の悲しみを、WFB のメンバー、地域センター、関

係団体、皆の心の中で分かち合っているということを知っていて下さい。 

 

WFB を代表し、この度の震災で犠牲となった方々のご逝去に際し、謹んで哀悼の意を

表します。 

 

亡くなられた方々が安楽の境地に至らんことを 
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